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ICTの活用とプログラミング教育 



ICTの活用で学力は向上する 

 

 

 

 

 

 

 
 

• 文部科学省 教育の情報科に関する手引き 第３章 教科指導におけるICT活用 参照 

   http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/056/shiryo/attach/1249668.htm 



「知識･理解」「技能」「「思考力･判断力・
表現力」「学びに向かう力」の向上 

学力向上 ICT活用指導ハンドブック  文部科学省報道発表資料（平成19年度） 

http://www.cec.or.jp/monbu/report/handbook.pdf 



国語 
• 漢字の筆順の確認  

• 意味や語彙のフラッシュカード活用 

• 作者や時代背景の資料提示 

• 段落構成・段落関係の理解 

• 音声言語系など、実際や具体の提示 

 

• 課題：教科書の文字が小さくなってしまう。
画面が紙面と同様な状態。Web上の著作
権が障壁となる。 



社会（歴史・地理・公民） 
• 多様で多彩な資料の提示 

• 地形の形成過程等のシミュレーション提
示（時間の短縮・縮小・推移把握） 

• 工場見学などの体験学習（リアルとヴァ
ーチャルの融合）Skype・Zoom等活用 

• 課題：スライド作成の際に文字フォント
が小さくなりがち 優良コンテンツの発
見や開発に時間・労力がかかる 



算数・数学 
• 図形の展開図提示  

• 数式の展開 アニメーションの活用 

• 表やグラフの特徴の視覚化による理解 

• シミュレーションソフトで具体的なイメージ

を提示（可視化の実現） 

 

• 課題：グラフや小さな文字が見えにくい 

 展開が速すぎて個別の理解が不十分 



理科 

• 実験や観察の動画コンテンツ活用 

• 実験の説明やシュミレーション 

• 観察ポイントの明確化・視覚化 

 

• 課題：優良な動画コンテンツの用意（準
備・開発・発見など） 

 



一体型電子黒板の活用 
• 教員 

 導入・展開、まとめで活用 

 

• 児童 

 展開で活用 

 

課題：教室前方に縛られがち 教師指導
型になりがち 生徒が自由に使えない 



一体型電子黒板の活用 

（主に提示） 
• 教科書のデジタル化 

• シュミレーションの提供 

• 動画・写真・絵などの映像表示 

• 児童のノートの提示（書画カメラ） 

• インターネット情報の提供（過度のセキ
ュリティが閲覧上の課題 児童・保護者
の裁量権の低下） 

 



ICTの主な効果 

（主に学習） 
• 指導内容や指示の明確化 

• 学習内容の焦点化 学習ポイントの明確化 

• 内容の整理 見やすさ 簡潔さ 提示効率 

• 生徒の理解や気づきの促進 

• リズムある反復学習の実現 

• ゲーム的要素のあるコンテンツの使用 学習意欲
の向上 



実践上の課題 
• 授業で活用可能な優良デジタル・コンテンツの準

備（発見・開発・制作・著作権など実施上の課題） 

• 文字の大きさやフォント、色などのを事前検討（
準備時間の必要） 

• 細かな個所の提示に電子ペンを用いる場合の全
体の配慮（適切な線の太さ・色の配慮） 

• 授業デザイン力の向上：黒板・模造紙・掲示物・
ノートなど、他の媒体の長所を活かし、それらを
組み合わせて活用する難しさ 高度な授業力 

資料：文部科学省「教育の情報化に関する手引 検討案」  

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/056/shiryo/attach/1249662.htm 



今後の展開と方向性 
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自治体の課題？ 国の課題でしょう！ 
14 



ますます広がる格差！ 15 



1台あたりの児童生・徒数が減った！ 

コンピュータが増えた？でもタブレット？ 16 



参考文献 

• 教育の情報化の推進：文部科学省 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/main

18_a2.htm 

 

･学力向上ICT活用指導ハンドブック 
 文部科学省報道発表資料 

  http://www.cec.or.jp/monbu/report/handbook.pdf 
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http://www.cec.or.jp/monbu/report/handbook.pdf
http://www.cec.or.jp/monbu/report/handbook.pdf


ICT（Information Communication Technology） 

の機能と活用 できること5点 

1. できなかったことができる 

 

2. より素早くできる 

 

3. より高度なことができる 

 

4. より簡単にできる 

 

5. より使いやすい 

 

 

その活用例10 

① 学校内外での交流 

② 仮装教具・教材としての使用 

③ 学習成果の確認と共有 

④ 教材の提示・配布・回収 

⑤ 学習活動の視覚化 

⑥ より高度な視覚支援 

⑦ 他学年児童生徒との合同 

⑧ 情報の共有と活用 

⑨ より直感的な操作 

⑩ 迅速かつ円滑な操作感 
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AIとICTで遅れをとる？日本 

 

19 
総務省ICTドリームスクール懇談会第3回資料「教育・学習分野の情報化に係る国内外の動向と先進事例
」の抜粋 http://news.livedoor.com/article/image_detail/10236898/?img_id=8568114 
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ICTからコンピューター教育 

（デジタル・リテラシー）へ 
出典：Shut down or restart? January 2012 The way forward for computing in UK schools 
https://royalsociety.org/~/media/education/computing-in-schools/2012-01-12-computing-in-

schools.pdf 
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言語としてのプログラミング 

• 機械やシステムを動かし、創り出す「言語」 

• 英語系文法の発想によるプログラミング言語 

• 思考力・判断力・表現力を高める「言語」 

• 算数・数学だけではない、創造・探究のための
「言語」 

• 学習により「自然言語・母語」との違いを自覚 

• AIとの共存、未来社会の理解を深める「言語」 

21 
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発達（校種）段階とプログラミング教育 
• 高等学校：「共通必修科目」全ての生徒が履修 

 情報の科学的な理解を踏まえた情報活用能力 
育成（操作できるプログラミングの作成） 

・中学校：プログラミングに関する教育内容を強化 

 計画と制御だけでなく、コンテンツ（内容）に関する
プログラミングの実施（技術・家庭科などを中心に） 

・小学校：全教育内容を通した情報活用能力育成 

 コンピューターに意図した指示ができる体験 

 新しい教科項目は設けない！（どこでやるの！） 

 各教科の中でその特質に応じて行う！？ 

 どの単元で実施するかは、学校・教員の裁量！  
23 



次期学習指導要領の方向性 
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各教科等におけるカリキュラム・デザイン 

 とカリキュラム・マネジメント 

25 

ねらい：何ができるようになるか 振り返り：何が身についたか 

教育課程の編成：何を学ぶか 
（内容・課題・見通し） 

教育課程の実施：どのように学ぶか 
（計画・方法・実践） 

環境：実施するために何が必要か （学校・家庭・地域の条件 相互理解・連携・協働） 

教育諸条件確保 ICTの活用 コンピュータ（低学年ではタブレット）へのアクセス 

プログラミング教育  

生徒の能力・可能性・発達をどのように支援するか 
（生徒の発達理解と支援 特別な配慮を要する生徒への指導） 



主体的・対話的で深い学び 

（いわゆるアクティブ・ラーニング）は
これまでやってきた 

「言語活動の充実」と何が違うのか？ 

26 

議論・討論・
対話 

発見 

・啓発 

・探究 

経験・体験 

創造・創作 

発表・報告 

公表・公開 

媒介としての 

プログラミング 
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自律と意思の学習＝プログラミング学習 
活動的学習 

静的学習 

他律型学習 自律型学習 

表
現
的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
理
解
的 

 

させる学習                           する学習・し合う学習    

他律型－活動的学習 
 

指導者の意図に従って活動
（対話・協働など）を通して学ぶ  

自律型ー活動的学習 
学習者の主体的意思に基づ
き活動（対話・協働など）を通
して学ぶ  能動的学習 

「為すことにより学ぶ」 

他律型－静的学習 
 

指導者の意図に従って、そ
の意図に沿って学ぶ  

教師が聞かせる・書かせる・
解かせるような学習 

自律型－静的学習 
 

指導者と意図を共有し、学
習者も内的動機を伴って学
ぶ 課題に関心を持ち、自
主的・探求的に聞いたり、読
んだりする学習 

読書 

プログラミング 

読書活動 

プログラミング学習 



プログラミング教育の効果 
• 創造力：自由な作品制作の課題を通して創りたい

もの・ことを実現する創造力が向上 

• 課題解決力：トライ＆エラーを通して、目的達成の
ための主体的な課題発見力・改善力・解決力・達
成力・粘り強さが身につく 

• 表現力：プログラムの構想を書いたり、教え合い学
び合ったりして、作品を発表する力がつく 

• 論理的思考力：構想を作成したり、全体を俯瞰した
り、順序立てたり、仕組みを考えたりする力がつく 

• コンピューター理解力：実際のコーディングやプロ
グラミングのスキルや人の言語・認識との違いが
経験により分かる 
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プログラミング教育の効果 
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プログラミング学習 

新しい体験にふれる 

【動機・意欲】 

課題をつかむ 

【発見・計画・企画】 

情報を集める 

【情報収集・判断・体験】 

考えをまとめる 

【整理・加工・判断・創造】  

◯ 教科等 

    横断型・ 

  合科型 

◯ 総合的な 

  学習の 

  時間の活用 

◯ 課題 

  探究・ 

  解決型 

  の学習 

結果を生み出すプ
ロセスの学習 

失敗は成功のもと 

どのような部品があ
るか 

何を使えばよいか 

自分で決めて判断 

何をやればよいか 

どうしたらできるか 

やっておもしろい 

おもしろい！ 

わくわくする 

好きなこと 

 発表して全体を振り返る 

【表現・伝達・共有】 

できたことは何か 

何が学べたか 

どのように学べた
か 

【学ぼうとする力】 
問題発見力 

計画力 

行動力 

評価力 

実践力 

【知識・技能／ 

思考・判断・表現】 
コミュニケーションの力 

情報活用の力 

思考・判断 

自己表現 

豊かな心 

学びを 

人生や社会に生かそうとする 

学び方、ものの見方、考え方 

【深い学び】 

プログラミング教育
の可能性 

プログラミングは言語（操作言語） 



学校と社会を生涯学習でつなげる 

学校教育 社会教育 

社会に開かれた教育課程 

カリキュラム・マネジメント 

各教科等 

英語学習 

プログラミン
グ学習 

読書活動 
教科横断型 

学習 

指導者養成 

学習教室 

開設 
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   連絡先：玉川大学教師教育リサーチセンター ℡042-739-8116 Fax：042-739-8857 

        （一社）教育デザイン研究所 新宿区四谷１－１８高山ビル      

           URL https://edri.tokyo           

                             ℡03-5３４１-４２２７ Fax 03-4332-2338 

                  事務局： info@edri-tokyo.com  個人：yoshidak13@goo.jp 

  教師育成塾（小・中・高）   未来塾（国語・英語・プログラミング・中国語） 

  発信型デュアル講座     英語サロン  異業種交流会 
 

 【主な著書・編著・連載】 
〇「なぜ、あの学校は活力に満ちているのか？ プロジェクト型経営のススメ」  東洋館 2015年３月 4刷 
〇「なぜ、あの先生は誰からも許されるのか? 同僚・上司、子ども・保護者と上手につきあう」 東洋館 2013年３月 ３刷 
〇「これならできる！ 楽しい読書活動」（編著）学事出版 2015年３月３刷 
〇「これならできる！図書を活用した楽しい学習活動  小学校編 探究的な学びを促す教科別事例集」学事出版 2017年

6月(編著） 
○「主体的・対話的で深い学びを促す中学校・高校国語科の授業デザイン アクティブ・ラーニングの理論と実践」学文社 

2016年１１月（編著） 

〇「小学校プログラミング教育がわかる、できる 子どもが夢中になる各教科の実践」 
   学事出版 2017年7月出版 
○「2018年度版 必出テーマで押さえる教員採用試験のための論作文＆面接対策」 玉川大学教師教育リサーチセンター  

時事通信社 2016年１０月（監修） 2019年度版本年10月発行予定 
〇「映像で学ぶ校内研修教材 DVD №３～№５（監修）」学事出版 2014年１２月  
○「社会をつくる学びを提案する 社会教育」一般社団法人日本青年館 「スクール・コミュニティをみんなで創ろう」 

  2013年6月から連載中 
○ 月刊「教員養成セミナー」時事通信社出版局  「おススメしたい！映画＆ドラマ」2015年４月から連載中  
◯月刊「プリンシプル」学事出版 「校長のコミュニケーション・ストラテジー」2017年4月から連載中 

 ご参加戴きありがとうございました。 
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